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 全国の労福協は共通して10～12月まで下記要領で
「生活底上げ・福祉強化キャンペーン」を展開しま
す。
１．名称：「生活底上げ・福祉強化キャンペーン」
２．時期：10～12月
３．目的：
⑴　若者を追い込む雇用劣化と“奨学金”問題の改
善に向けて～給付型奨学金制度の導入・拡充と教
育費負担の軽減を求める署名運動を展開中～
　大学の学費の高騰と家計収入の減少により、今
や大学生の２人に１人が何らかの「奨学金」を利
用しています。さらに、不安定雇用や低賃金労働
の拡大により、卒業しても返済に苦しみ、「返し
たくても返せない」人たちが増えています。諸外
国では、高等教育の無償化や給付型奨学金が主流
となっており、貸与に頼り切った日本の制度は特
異な存在です。今、若者たちは、数百万円という
奨学金返済（借金）を背負って社会に出ていくと
いう状況が表れています。今の状況が続けば、貧
困の連鎖にとどまらず中間層までもが結婚・出
産・子育てが困難となり少子化・人口減を更に加
速しかねません。未来を担う若者を社会全体で支
え、持続可能な社会にするため、私たちは奨学金
制度の改善と教育負担の軽減を求め10月～12月
まで署名活動を展開します。皆様のご協力をお願
いします。
①署名対象者…15歳以上です。
②署 名 期 間…10月～2016年１月
③提　出　先…内閣総理大臣（2016年通常国会開

会後）
⑵　生活困窮者支援制度の取り組み
　2015年４月にスタートした「生活困窮者支援
制度が機能するには、相談だけでなく出口となる
就労や居場所などの受け皿をつくる事が求められ
ます。県労福協は「対長崎県要請書」の中に織り
込み、協議・意見交換をはかっていきます。

⑶　労働者福祉事業の利用促進、共助拡大
　県労福協は、労働運動と協同事業が車の両輪と
なって、労働金庫や全労済など労働運動自らがつ
くり育ててきた「労働者自主福祉事業」の歴史を
踏まえ、改めて労働運動の一環として位置づけて
いただくための取り組みを進めています。
　先輩たちが育て上げ、私たちの生活に大きく貢
献してきた労働者自主福祉運動をさらに充実させ
次世代の仲間たちに引き継ぎ、人材の育成と運動
の拡大を進めていくことが、現在を担う者の責任
であると考え、各産別労働組合に対し、当面の課
題として、次の事項について要請しました。
① 定期大会議案書へ自主福祉活動の一環として、
「労働者自主福祉運動の推進」「労金運動の推
進」「全労済運動・事業の推進」等に関する運
動方針掲載ならびに機関誌・紙への関連情報の
掲載のお願い。
② 組合員・組合役員を対象とする研修会等にお
いて「労働者自主福祉運動」に関するカリキュ
ラムの導入について検討のお願い。　　　
③ 貴組織の単組・支部等へ「労働者自主福祉運
動の推進」について周知ならびに方針化の働き
かけのお願い。

｢生活底上げ・福祉強化キャンペーン｣展開中!!｢生活底上げ・福祉強化キャンペーン｣展開中!!
（奨学金問題を重点課題に据えた運動を
　　　　　　　　　　  全国で展開：10～12月）

南部労福協
第３回　労働運動・労働者福祉運動の
理念・歴史・リーダー養成講座開催!!

　南部労福協主催による若者を対象にした「労働運
動・労働者福祉運動の理念・歴史・リーダー養成講
座」を８月28日（金）13時～29日（土）12時まで、
佐賀市の「ホテル　マリトピア」で開催。長崎から
は８名、九州全体で59名の参加があった。
　本研修の目的は、労働運動・労働者福祉運動（労
働金庫・全労済等）の理念・歴史、労働組合と生協
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　対馬地区労福協は、９月14日（月）対馬市役所

別館大会議室において「ライフプランセミナー」を

開催、テーマと講師は次の通りです。

・日　時：2015年９月14日（月）

・会　場：対馬市役所　別館大会議室

・参加者：33名（幹事含む）

・テーマ及び講師：「賢い住宅ローンの借り方につ

いて」／九州労金長崎支店　濱住職員

・「住宅家財補償について」

　　　　／全労済長崎県本部　吉永職員

の関わりなどについて理解を深め、次世代のリー
ダーを育成する研修です。
【開催目的】
　新しい労働者福祉運動の構築に向けて、労働運
動・労働者福祉運動の理念・歴史の伝承者育成を図
る事である。
講義１．「働くことを軸とする安心社会」：連合総合
企画局　総合企画局長　寺田弘 氏
講義２．「労働運動・労働者福祉運動の理念・歴
史」：中央労福協　副会長　山本幸司 氏
講義３．「マイナンバー制度について」：わかくす法
律事務所　弁護士　辻　泰弘 氏
講義４．「連帯社会の担い手としての協同組合へ～
その中での労働組合・労福協の役割りと運動」：
元　日本女子大学教授　高木郁朗 氏
 

【報告事項】事業体の現状と課題
①　九州労働金庫・沖縄県労働金庫の現状と課題
九州労働金庫営業推進部長　道家　豊氏
②　全労済の現状と課題
全労済西日本事業本部　総合企画室長
　　　　　　　　　　　　　延永　尚任氏

各 地 区 労 福 協 だ よ り

対馬地区労福協
ライフプランセミナー開催!!

労福協
第87回 ク イ ズ

１．九州ろうきん長崎県本部は９月11日㈮、第14
回全県○○○○交流集会を開催。○○○○に入る
漢字４文字は何でしょうか？

２．台風〇〇号は九州で大暴れ甚大な被害となりま
した。あなたは、「自然災害」に対する備えは大
丈夫ですか！〇〇をお答えください。

◎クイズの答えはハガキかＦＡＸで、〒番号・住
所・氏名・職場名を明記し県労福協へ送付くださ
い。
◎締切日は11月25日㈬（当日消印有効）

◎当選者10人の方に「秋の果物？」をお送りしま
す。正解者多数の場合は抽選で決めます。
◎送り先　〒850-0031　長崎市桜町９－６
　　　　　　　　　　　　　勤労福祉会館内
　　　　　　長崎県労福協クイズ係
◎FAX（095）811-6132
◎前月号当選者（敬称略）
大田　昌枝（佐世保）　林田世津子（長　崎）
大山　洋子（平　戸）　野副八重子（佐世保）
川上　　進（佐世保）　本郷　隆則（佐世保）
鴨川　祐子（佐世保）　田中　志郎（佐世保）
森　　純子（島　原）　原　　毅郎（諫　早）
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第14回全県推進委員交流集会を開催！
～ろうきん・推進委員の役割と協働取り組みを再確認～

■推進機構と共に運動する主体として働きかけを強めよう！―――

　九州ろうきん長崎県本部は、９月11日（金）、長崎市のホテルニュー長崎におい
て第14回九州ろうきん長崎県本部全県推進委員交流集会を開催した。集会には、
壱岐・対馬・五島を含む県内各地より約149名が出席し学習と交流を深めた。また、
九州ろうきん統括本部から片山常務理事も出席し、来賓として長崎県労福協の森会
長・桝田事務局長、全労済長崎県本部・辻野事業推進部長も出席した。
　山口事務局長（全日通労組）の開会あいさつで幕を開けた後、中野推進委員長
（県職連合）の主催者あいさつでは、本集会の開催趣旨が説明され、本集会は働く
仲間の生活向上を目指し、ろうきん運動の推進を各店
（地域）の推進機構が主体的に進めていくための集会

であることが説明された。
　来賓あいさつでは、長崎県労働者福祉協議会の森会長が労働者の生活向上のた
めにはろうきん運動の前進が欠かせないものであり、ろうきん職員としては、①
苦しみもがいている労働者を救い、支えているというプライド②社会・地域に貢
献しているというプライド③営利目的ではない事業を行っているという3つのプ
ライドを忘れずに日々を奮闘するよう熱く語られた。

　講演では、労金協会のろうきん運動推進アドバイザー（高知県職員労働組合組織
部長・共闘部長）久松和彦氏から「考えよう！これから、会員とろうきんは何が問
われ、労金推進委員にはどのような役割が求められるのか」と題し、現在、労働組
合やろうきんがおかれている状況や自らの組織での経験を含めながら問題提起がさ
れた。そこでは、高知県も長崎県も地方におけるろうきんを取り巻く環境は同様に
厳しく、会員組織の中で、ろうきんを利用されている方もなかなか増えない事情か
ら様々な活動について紹介された。
　活動の一つとして、四国ろうきんで実施している「ありがとう祭り」について報
告された。現在、長崎県本部では「しあわせ創
造運動」の発展を目指し、具体的な面談活動を

展開しており、会員・推進機構と連携した同様の取り組みを継続している。
このような取り組みが成果（お客様の生活改善等）に結びつくか否かは、
①ろうきんと推進機構の協働取り組みが具体的なものとして確認できてい
るか、②対面・対話による個別面談の実施にあたり、会員・推進機構と共
通認識が図られているかなど、ろうきん・推進委員相互に共有化し、グ
ループワークで出された具体的取り組みを各地域で展開していくことが確
認された。今後の発展を期待したい。

開会の挨拶をする中野
県本部推進委員会委員長

来賓挨拶をする森会長

熱く語る久松アドバイザー
講演からグループワークまで

各店・地域の推進委員が意見を出し
合い、活発な討議がおこなわれた

四国ろうきんの「ありがとう祭り」…　ろうきん職員が、会員構成員（組合員）一人ひとりとフェイ
ス to フェイスによる面談の中でニーズを知り、取引状況を把握して、将来設計や生活応援のために、ろ
うきんの優れた金融商品を総合的に提案し利用いただくことで、会員・推進委員会と協働して取り組む提
案活動。
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「第１2回 九州ろうきん長崎地区
　  NPO助成フォーラム」開催 !!

　２０１５年８月２２日（土）九州ろうきん長
崎支店大会議室で「九州ろうきん長崎地区ＮＰ
Ｏ助成フォーラム」が開催されました。
　ＮＰＯ助成は、ボランティア預金「ＮＰＯパ
ートナーズ」からの寄付金とろうきんからの拠
出金を財源として、県内のＮＰＯ法人・ボラン
ティアグループ・市民活動団体等の活動支援を
目的に実施されています。
　今年度は、昨年応募をはるかに超えて多分野
３３団体から応募があり、７月１０日（金）の
「長崎県本部ＮＰＯ助成審査委員会」を経て、
１２団体に総額２１０万円が助成されました。
　参加者は、助成団体・応募団体の皆さんをはじめ来賓（長崎県県民生活部・県民協働課）・県民ボラ
ンティア活動支援センター・審査委員、ろうきん理事・運営委員、青年・女性推進委員・ろうきん職員
の１０３名で、第一部のフォーラムでは、1団体ごとに助成金を授与し、そのまま活動報告が行われ、資
料の配布や映像を使った報告など、熱心な活動報告が行われました。第二部のレセプションでは毎年恒
例のアピールタイムでも盛り上がり、お互いの活動について意見交換し盛んに交流する姿が見られ成功
裏に終了しました。
　県労福協からは、森会長（審査委員）・桝田事務局長が出席しています。県労福協も、ろうきんとと
もに共生社会の実現に取り組んでまいります。

※NPO助成は、九州労働金庫の社会貢献活動の一環として、2004年からスタートしましたが、長崎県本部としては長崎県
労働金庫時代、1998年に「第1回ろうきん福祉基金～がんばっとっとフォーラム」として制度を創設以来18回目を迎え
ます。

12団体に総額210万円が助成されました!

前列：森田本部長を中央に助成団体の皆さん
後列：理事・運営委員・青女委員 ・松村副本部長

    
1   25  
2   7  
3   10  
4   10  
5   23  
6  

  25  

7   25  
8   10  
9   13  
10   25  
11   27  
12   10  

12  210  

【長崎地区の助成団体】
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長崎県労働者福祉協議会


